
「こ ん な と き だ か ら こ そ」
学校長 本 間 博 樹

低気圧の影響なのかぐずついた天気が多かった５月。それに輪をかけるかのように新型コロナウ

イルス感染症が猛威を振るい、北海道にも緊急事態宣言が5月末まで発令されましたが、拡大の傾

向が続いていることから期間が延長されました。それに伴い、６月１３日に予定していた運動会を

延期することとしました。詳細は後日お知らせさせていただきますが、少しでもよい条件の中で実

施していく所存ですのでご理解のほど、よろしくお願いいたします。

さて、先の見通しがきかない中でも、子どもたちは教育目標である「みんな笑顔でひとみ輝く楽

しい学校」にするべく頑張っています。

児童会は、「朝の挨拶運動」に取り組んでいます。

「コロナだから大きい声で挨拶はできないけれど、

自分から進んで笑顔で挨拶しよう」と、児童会の役

員が自作の旗をもって活動しています。また、放送

委員会は昼の放送の中で１年生の紹介や誕生日を迎

える児童を紹介するコーナーを設けたり、保健委員

会では低学年を対象に手洗いチェックを行ったりす

るなど、各委員会ならではの活動を進めています。

もちろん学習もしっかりと進めています。校内で「主体的に問題解決できる学びの実現」をテー

マに据えて、児童が興味・関心をもち、主体的に学ぼうとするような資料や教材提示の方法の工夫

や自分の考えや思考過程が分かるようなノートの取り方などについて全教職員で研究を進めていま

す。また、朝活動の時間に「ミニ学習会（４・５年生）」を設け、少人数グループでプリント学習を

進め、一人一人の基礎学力の定着に努めています。子どもたちも「分かりやすい」と好評のようで

す。「できる」が「楽しい」になり、「もっと」につながっていってほしいと願っています。

こんなときだからこそ、子どもたちや教職員が「できること」を工夫して取り

組み、学校みんなで仲良く、明るい生活を送ろうとする前向きな気持ちをもてる

よう教育活動を進めていく所存ですので、皆様のご理解と、ご協力をお願いいた

します。

委員会の構成と目的

本 部 よりよい学校づくりが進むよう児

童会活動をまとめます。

図 書 みんなが本に親しむ学校になるこ

とをめざします。

体 育 みんなが体を動かして、運動を楽

しむ学校をめざします。

保 健 みんなが健康に過ごすことができ

る学校をめざします。

放 送 みんなが放送を楽しむ学校をめざ

します。

５月６日よりスクールサポートスタッフとして

職員１名が着任しました。業務内容は、教材教具

の準備など教員のサポートで、子どもたちの学習指導に直接関わることはありませんが、どうぞよ

ろしくお願いいたします。

５月６日から勤務させていただくことになりました「松井 由佳子（まつい

ゆかこ）」です。私は遠別町で生まれ育ち、今回母校である遠別小学校で働く

ことになりました。私が小学生の頃はバレーボールを一生懸命取り組んでいた

のがいい思い出です。子どもたちの貴重な小学校生活を楽しく記憶に残るもの

となるように少しでもお手伝いできればと思っております。よろしくお願いし

ます。

１７日から児童会役員による朝のあいさつ運

動が始まりました。コロナ対策のため大きな声

でというところは難しいですが、「笑顔で」「自

分から」ということをめあてとして、あいさつ

を続けてほしいと思います。

今年度初めての授業参観を行いました。本校が力を入れている複

数名の教諭で、児童の困り感の解消に努めていくという授業が各学

年で見られたかと思います。多くの保護者の方に参観していただき、

子どもたちもいつもと違う雰囲気に少々緊張気味でしたが、どの子

も課題に向かって真剣に取り組んでいました。

また、引き続き Zoom で行われた「ＰＴＡ総会」では、下記の
方々が新たな役員として承認されました。子どもたちの健やかな

成長に向けて、これからもご支援ご協力をお願いいたします！

児童会役員が玄関前で率先してあいさつをしていま

す。

２年生は、学習支援員の佐々木先

生が入っての算数の授業でした。

１年生は、プログラミング教諭の本間

先生が入っての算数の授業でした。
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令和３年度ＰＴＡ役員

ＰＴＡ会長 佐々木礼央さん ＰＴＡ監査 今井 愛さん

ＰＴＡ副会長 秋田 美奈さん 小林 大輔さん

西尾 英樹さん

ＰＴＡ会計 遠見 裕美さん
各委員会の委員長につきましては、委員会ごとの話し合

いで決めていきます。ご協力お願いいたします。



遠別小学校では、教職員全員が「いじめはどんなことがあっても絶対に許されない」という共通の認

識で指導を行っています。全校の児童が「いじめのない明るく楽しい学校生活」を送ることができるよう

に、以下の４点を基本的な姿勢としていじめの撲滅に取り組んでいます。

（１）いじめ防止についての共通理解

「いじめは人間として絶対に許されない」という意識を学校全体に徹底していく。

（２）いじめに向かわない態度・能力の育成

学校の教育活動全体を通じた道徳教育の充実などにより、子どもの社会性を育む。

（３）いじめが生まれる背景と指導上の注意

いじめの背景にはストレスがあることから、一人一人を大切にしたわかりやすい授業づくりを進める。

（４）自己有用感や自己肯定感の醸成

一人一人が活躍し、他者の役に立っていると感じ取ることができる機会を設定する。

子ども自らがいじめの問題を主体的にとらえ、どのようにすれば、いじめを防止することができるか、

児童会が中心となって全校的な取組を考え、実行していきます。また、教職員は、日常の児童観察だけで

なく年２回のいじめアンケートや教育相談週間等の機会を通じて、児童の悩み等について把握していきま

す。ご家庭でもお子さんの様子が普段と違うと感じられたり、気になったりすることなどがありましたら、

担任へご相談ください。また、北海道では、下記のような相談センターもありますので、参考にしてくだ

さい。

子ども相談支援センターでは、いじめや不登校、性的マイノリティなどに悩む子どもたちや保護者から

の電話相談を、２４時間体制で実施しています。２４時間体制なので、電話をしたくなった時、いつでも

電話することができます。

◎電話相談は、匿名でもご利用いただけますので、気軽に相談することができます。

◎電話相談は、学校教育やカウンセリングの経験者などの専門家が行いますので、安心してご利用できま

す。

◎電話相談でお話しされたプライバシーは厳守いたしますので、安心してご利用いただくことができます。

◎育児やしつけ等で悩む保護者の方たちの教育相談にも応じています。

◎電話はフリーダイヤル（無料）ですので、お気軽にご利用いただけます。

４月２３日に児童総会が行われ、各委員会

の活動が承認されました。今年は、どの委員

会も「新型コロナウイルス感染症の影響があ

るが、工夫しながら活動を行っていく。」と発

表していました。

児 童 会

児童会長 佐々木 亜 子さん

児童会副会長 今 井 柚 希さん

児童会書記 泊 陽菜多さん

渡 部 陽 向さん

図書委員会

委 員 長 愛 場 瑛 太さん

副委員長 尾 洞 翔 愛さん

小 平 颯 太さん

書 記 渡 部 有 陽さん

西 尾 芽 唯さん

体育委員会

委 員 長 瀧 田 維 月さん

副委員長 藤 岡 拓 人さん

長 田 侑 斗さん

書 記 杉 澤 宏 太さん

小西出 隼 翔さん

保健委員会

委 員 長 茂 野 夢 依さん

副委員長 細 谷 珠 里さん

伊 藤 吟さん

書 記 和 田 杏 奈さん

籔 内 和 奏さん

放送委員会

委 員 長 疊 大 我さん

副委員長 髙 橋 紀 人さん

櫻 井 ノエルさん

書 記 金 山 愛 羅さん

須 田 稀愛桜さん

学 級 役 員

６年委員長 髙 橋 紀 人さん

副委員長 尾 洞 翔 愛さん

５年委員長 伊 藤 吟さん

副委員長 櫻 井 ノエルさん

４年委員長 安 喰 直 大さん

副委員長 今 井 華さん

役場からたくさんの鉛筆をい

ただきました。子どもたちに配

付しましたので、ご自由にお使いください。

日 曜 行 事 予 定
１ 火
２ 水
３ 木
４ 金 児童会
５ 土
６ 日
７ 月
８ 火
９ 水
１０ 木
１１ 金
１２ 土
１３ 日 運動会→延期（7／11）
１４ 月 通常授業
１５ 火
１６ 水
１７ 木
１８ 金 クラブ
１９ 土
２０ 日
２１ 月
２２ 火 校外学習（４年）
２３ 水
２４ 木 集金日～29日
２５ 金
２６ 土
２７ 日
２８ 月
２９ 火 全校5時間授業
３０ 水 耳鼻咽喉科検診

・ だんだん暖かくなってきました。マスクをして
いることもあり、水分の補給も今まで以上に必要
になってきます。昨年度から水道が自動水栓とな

り、水を飲める場所が少なくなっています。水筒
（中身は水）を持ってくるようにご協力をお願い
します。合わせて替えのハンカチやマスクを持っ
てくることもお願いします。

・ 今年も遠別農業高校の職員の方々のご協力を得
て、教材園をトラクターで耕していただきました。
この教材園には、たくさんの野菜を植える予定で
す。秋にはたくさんの野菜が収穫できるようにし
っかりと育てていきたいと思います。ありがとう

ございました。

詳しくは、別紙配付

した文書をご確認く

ださい。


